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題字は、泉小学校　6年生　山内　星空さんの作品です。

（左上）韓国の慶北機械工業高校との国際交流で盛り上
がりました

（右上）本校陶芸講師　加藤保幸先生の玄保庵の窯での
火入れ式

（左下）「達人カップ」で生徒手作りののぼりや被り物が
目を引きます

（右下）本校生徒が下石小学校１年生の児童を手作りおも
ちゃでおもてなし
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５月８日に開催された第２回臨時会にて委員の変更がありました。新たな議会構成は次のとおりです。

議 長 あ い さ つ

市民の皆様には、平素より、市議会に対しまして温かいご理解とご支援を賜り、心より厚く御礼申
し上げます。議長に就任いたしましてから1年が経ったところではありますが、議長の重責に改めて身
の引き締まる思いであります。
新たな委員会構成で引き続き議会の果たすべき役割を十分に認識し、開かれた議会、信頼される議

会として活動して参ります。議長として、公正かつ円滑な議会運営に努めるとともに、本市の発展と
市民福祉の向上に最善の努力を尽くして参りますので、皆様方の一層のご理解・ご協力を賜りますよ
うお願い申し上げます。
� 議　長　後藤　正樹

各常任委員会で審査する事項は、次のように分かれています。議案は、所管事項ごとに各常任委員会で
審査されます。

名　称 所管事項 定　数

総 務 常 任 委 員 会
市長公室、総務部、産業文化部、建設水道部、会計課、消防本部、
民生常任委員会の所管に属さない事項

９人

民 生 常 任 委 員 会 市民生活部、健康福祉部、地域振興部、教育委員会 ９人

常任委員会で審査する所管事項

　　　　第２回臨時会報告令和8年

議長 後藤　正樹監査委員 塚本　俊一 副議長 水石　玲子

2026年6月15日
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	 議　　長　　　後藤　正樹

	 副 議 長　　　水石　玲子

	 監査委員　　　塚本　俊一

◎委員長　○副委員長

	 ◎西尾　隆久　〇大久保一夫　　水野　哲男　　小関　篤司

	 　山内　　健　　木股　英明　　安藤　勝彦　　伊藤　公男

　　　　　　┬	 ◎山内　　健　〇渡邉　　豪　　西尾　隆久　　鈴木　正義

　　　　　　│	 　北谷　峰二　　水石　玲子　　安藤　　学　　木股　英明

　　　　　　│	 　安藤　勝彦

　　　　　　│
　　　　　　└	 ◎伊藤　公男　〇水野　哲男　　塚本　俊一　　小栗　恒雄

	 　杉浦　司美　　加藤　淳一　　小関　篤司　　後藤　正樹

	 　大久保一夫

　　　　　　┬	 ◎木股　英明　〇安藤　勝彦　　塚本　俊一　　小栗　恒雄

　　　　　　│	 　加藤　淳一　　後藤　正樹　　山内　　健　　大久保一夫

　　　　　　│	 　伊藤　公男

　　　　　　│
　　　　　　└	 ◎北谷　峰二　〇小関　篤司　　西尾　隆久　　杉浦　司美

	 　鈴木　正義　　水野　哲男　　水石　玲子　　安藤　　学

	 　渡邉　　豪

　　　　　　　　　　　東濃中部病院事務組合　　　　西尾　隆久　　北谷　峰二　　水石　玲子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安藤　　学　　木股　英明

　　　　　　　　　　　東濃西部広域行政事務組合　　後藤　正樹　　山内　　健　　伊藤　公男

　　　　　　　　　　　土岐川防災ダム一部事務組合　後藤　正樹

　　　　　　　　　　　

　（土岐津）北谷　峰二　　（下石）伊藤　公男　　（妻木）加藤　淳一　　（濃南）水野　哲男

　（駄　知）塚本　俊一　　（肥田）水石　玲子　　（　泉　）安藤　勝彦

議会運営委員会

常任委員会 総 務 常 任 委 員 会

民 生 常 任 委 員 会

特別委員会 議会改革特別委員会

広報広聴特別委員会

組 合 等 議 員

議 員 団 長

議 会 構 成
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第２回臨時会には次のとおり議案が上程され、委員会付託された議案については、同日（５月８日）に審
議されました。なお、今臨時会では上程された全ての議案が全会一致で可決等されました。

【全会一致で可決等された議案】

議案番号
議案名

議案の主な内容

議第26号

損害賠償の額を定めることについて

令和８年１月11日、陶史の森駐車場（土岐市肥田町肥田地内）の立木が倒れ、駐車していた相手方
所有の車両を破損させた事故に対する損害賠償の額を64万4,424円に定めようとするもの。

議第27号

専決処分の報告及び承認について
専第２号　土岐市税条例の一部を改正する条例について

地方税法等の一部を改正する法律が令和８年３月31日に公布され、その一部が同年４月１日に施行
されたことに伴い、軽自動車税の環境性能割の廃止等をするため、所要の改正を行ったもの。

議第28号

専決処分の報告及び承認について
専第３号　土岐市都市計画税条例の一部を改正する条例について

地方税法等の一部を改正する法律が令和８年３月31日に公布され、同年４月１日に施行されたこと
に伴い、固定資産税の税額特例措置の新設等をするため、所要の改正を行ったもの。

議第29号

専決処分の報告及び承認について
専第４号　土岐市地方活力向上地域における固定資産税の課税免除及び不均一課税に関する条例の

一部を改正する条例について

地域再生法第17条の６の地方公共団体等を定める省令の一部を改正する省令が令和８年３月31日に
公布され、同年４月１日に施行されたことに伴い、不均一課税の適用期間を２年間延長したもの。

議第30号

専決処分の報告及び承認について
専第５号　令和７年度土岐市一般会計補正予算（第９号）

補正額3,287万2千円

議第31号

専決処分の報告及び承認について
専第６号　令和７年度土岐市駐車場事業特別会計補正予算（第１号）

補正額482万9千円

議第32号

専決処分の報告及び承認について
専第７号　令和７年度土岐市介護保険特別会計補正予算（第２号）

補正額168万3千円

2026年6月15日
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　　　　 第１回定例会報告令和8年
第１回定例会には次のとおり議案が上程され、委員会付託された議案については、３月13日、16日から
18日にかけて審議されました。上程された議案の議決結果及び賛否状況は次のとおりです。

【全会一致で可決等された議案】

議案番号
議案名

議案の主な内容

議第２号
令和８年度土岐市国民健康保険特別会計予算

予算額51億6,253万3千円

議第３号
令和８年度土岐市駐車場事業特別会計予算

予算額6,572万8千円

議第４号
令和８年度土岐市介護保険特別会計予算

予算額62億4,308万4千円

議第５号
令和８年度土岐市・瑞浪市介護認定審査会特別会計予算

予算額4,989万8千円

議第６号
令和８年度土岐市・瑞浪市障害者総合支援認定審査会特別会計予算

予算額558万1千円

議第７号
令和８年度土岐市後期高齢者医療特別会計予算

予算額12億547万9千円

議第８号
令和８年度土岐市水道事業会計予算

予算額28億6,250万5千円

議第９号
令和８年度土岐市下水道事業会計予算

予算額27億2,405万4千円

議第11号
令和７年度土岐市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

補正額822万4千円

議第12号
令和７年度土岐市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

補正額1,607万円

議第13号
令和７年度土岐市水道事業会計補正予算（第２号）

補正額9,550万円

議第14号
令和７年度土岐市下水道事業会計補正予算（第２号）

補正額4,300万円

議第15号
土岐市職員定数条例の一部を改正する条例について

選挙管理委員会の職員定数を、兼務６人から兼務10人へ改めるもの。

議第16号
土岐市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について

会計年度任用職員の期末・勤勉手当の支給割合を改めるため、所要の改正をするもの。期末・勤勉手
当の支給率を0.05月引き上げる。

議第17号
土岐市職員等の旅費に関する条例について

国家公務員等の旅費に関する法律等の一部改正に伴い、職員等の旅費を見直すため、所要の改正をす
るもの。
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議案番号
議案名

議案の主な内容

議第18号
土岐市非常勤の特別職等の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について

選挙に係る職員の報酬について、職員が途中で交代した場合の取扱いを規定するため、所要の改正を
するもの。

議第19号
土岐市印鑑条例の一部を改正する条例について

電気通信事業法の一部改正に伴い生じた号ずれを改める等のため、所要の改正をするもの。

議第20号
土岐市国民健康保険条例の一部を改正する条例について

国民健康保険法等の一部改正に伴い、国民健康保険料と併せて子ども・子育て支援納付金を賦課する
こととされたため、所要の改正をするもの。

議第21号
土岐市保健福祉センター・すこやか館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について

保健センターの開館時間を短縮するため、所要の改正をするもの。

議第22号
土岐市介護保険条例の一部を改正する条例について

令和７年度税制見直しに伴い、前年度住民税非課税者に係る特例減免を行うため、所要の改正をする
もの。

議第23号
土岐市火入れに関する条例の一部を改正する条例について

林野火災予防の実効性を高めるため、所要の改正をするもの。

議第24号
土岐市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について

非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令の一部改正に伴い、非常勤消防団員等の補償基
礎額を引き上げるため、所要の改正をするもの。

諮第１号
人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて

人権擁護委員に加藤泰幸氏を再推薦したいので、議会の意見を求めるもの。

議第25号
専決処分の報告及び承認について
専第１号　令和７年度土岐市一般会計補正予算（第７号）

補正額5億9,253万7千円

議員提出
第１号

地方自治法第98条第２項の規定に基づく監査請求に関する決議について

詳細は７ページを参照

議案番号
議案名

議案の主な内容

議第１号
令和８年度土岐市一般会計予算

総額249億200万円

議第10号
令和７年度土岐市一般会計補正予算（第８号）

補正額11億161万6千円

【賛否が分かれた議案】

2026年6月15日
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議案番号
議
決
結
果

伊
藤　
公
男

安
藤　
勝
彦

渡
邉　
　
豪

木
股　
英
明

大
久
保
一
夫

山
内　
　
健

後
藤　
正
樹

安
藤　
　
学

小
関　
篤
司

水
石　
玲
子

水
野　
哲
男

北
谷　
峰
二

鈴
木　
正
義

加
藤　
淳
一

杉
浦　
司
美

小
栗　
恒
雄

西
尾　
隆
久

塚
本　
俊
一

議第１号 可
決 ○ × ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ×

議第10号 可
決 ○ × ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ×

○…賛成　×…反対

地方自治法第98条第２項の規定に基づき、下記のとおり監査委員に監査を求め、その結果の報告
を請求する。

記

１　監査を求める事項
（１）	 旧東濃看護専門学校建物及び敷地の土岐市と株式会社インフィニット・グロースとの賃貸借契

約締結に至るまでの協議記録、事務手続きは適正に処理されているのか。また、随意契約の締
結に関する手続きは関係法令に則り適正な事務処理がなされているのか。

（２）	 旧東濃看護専門学校建物及び敷地の土岐市と株式会社インフィニット・グロースとの賃貸借契
約について、建物の構造及び敷地の貸付条件から、建物全部を占有することになるため、部分
貸しするのではなく１棟貸しして使用しない部分に関しては減免手続きをとるべきであると考
えるが、部分貸しの賃貸借契約は適正であるのか。

２　監査を求める理由
旧東濃看護専門学校への日本語学校の誘致については、市議会全員協議会や一般質問の答弁に

よって説明を受けているが、誘致に至る経緯経過、東濃看護専門学校を誘致候補地とした経緯・
経過、誘致企業である株式会社インフィニット・グロースとの賃貸借契約に至る経緯・経過につ
いて、適正な事務処理が行われているのか疑義があるため監査委員としての見解を明らかにされ
たい。

３　監査結果の報告期限
令和８年６月定例会閉会まで

地方自治法第98条第２項の規定に基づく監査請求に関する決議

【監査請求について】
日本語学校の誘致について一般質問が行われましたが、その答弁において市の対応や事務手続
きなどに疑義が生じたため、議会として監査請求を行うこととなりました。
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委員会報告（民生常任委員会）

2026年6月15日
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議第１号　令和８年度土岐市一般会計予算　所管部分
　　　同窓会開催補助金事業について、事業費が３分の１となった理由は。

　　　前年度実績が無かったためであり、令和８年度は対象年齢を広げ、周知にも配慮をしたい。

　　　まちなか空き家解体・居住促進補助金の対象エリアは決まっているか。

　　　まもなく確定する予定の土岐市駅周辺まちづくり基本計画で設定される、多様なはぐくみゾーンという

土岐市駅を中心としたおよそ半径500メートル程度の区域を補助金の対象区域と位置付ける。

　　　どの地区の慰霊碑を撤去する予定なのか。

　　　令和８年度は下石地区を予定している。

　　　こども園幼稚園の非正規職員が担任を持つ状況は改善されるのか。

　　　令和８年度は３歳以上児のクラスは正規職員が担任を持ち、未満児のクラスは今年度と同程度の保育士

が担当する。

　　　国の保育士の配置基準の見直しに対する取り組みは。

　　　市としては待機児童を出さない、利用ニーズに応えるために経過措置を適用するもので、全園での新基

準の対応は検討していない。

　　　高齢者の避難行動要支援者支援事業とは何か。

　　　避難をする際に支援が必要な方に対して、個別に避難計画を立てていく事業である。

　　　障害者活動支援事業が大幅に増額されている理由は。

　　　障がい者計画、障がい福祉計画、障がい児福祉計画を策定するために増額している。

　　　こども食堂補助金が60万円と倍増している理由は何か。

　　　令和７年度は15万円×２か所で計上しており、令和８年度は20万円×３か所で計上している。

　　　県の高等学校就学準備等支援金支給事業と第２子以降出産祝い金支援事業の２つの子育て支援事業が廃

止されることについて、庁内でどのような検討を行ったか。

　　　経済的支援は基本的には国や県が中心として行うべきであり、市としてはサービスを提供すると考えて

いるため、市単独事業として継続することはしないという判断をした。

　　　放課後教室について、新年度の職員体制は。

　　　職員数は今年度と同じであるが、夏休みは有償ボランティアの支援員を募り、十分対応できると考えて

いる。

　　　公共施設 LED 化事業について、LED 化されていない施設の状況は。

　　　令和８年度末までに82施設のうち47施設の LED化完了を目指す。

　　　バーデンパーク SOGI 改修工事の内容は。

　　　残留塩素を測定し注入するシステムに不具合が生じているので改修する。

　　　病院事業清算管理経費の内訳は。

　　　機械警備委託料、保守点検委託料、光熱水費に加えて施設内の残置物撤去費用である。

　　　東濃中部病院事務組合病院事業会計負担金の内訳は。

　　　資本的収支約８億円、収益的収支約３億２千万円であり、資本的収支は主に企業債元本償還で収益的収

支は主に企業債利息の不足分であり、指定管理料は家賃収入等でほぼ相殺され、不足分を両市が負担し

ている。

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁
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　　　し尿処理施設整備事業の今後の工事予定は。

　　　整備計画に沿って焼却炉のばいじん装置の取替等順次行う。

　　　部活動地域展開事業の名称変更の意図は。

　　　地域移行から地域展開に名称変更し、広い意味で土岐市の地域クラブの活動が活性化していくことを考

えて事業名を変更した。

　　　教頭マネジメント支援員報酬の内容は。

　　　教頭経験者のOB１名を非常勤の教頭業務支援員として確保し、多岐にわたる教頭業務を週20時間程支

援する。

　　　特別支援サポートティーチャーの報酬が増えているのは特別支援学級の生徒が急増している影響による

ものか。

　　　特別支援サポートティーチャーは特別支援学級１学級の児童数が６名から８名という学校に対して配置

しており、来年度対象校が１校増えるために１名増員分の予算を計上した。

　　　スクールソーシャルワーカー報酬について、国の補助金が終了したが、配置の体制について変更はないか。

　　　国補助金は終了したが、スクールソーシャルワーカー案件は多数あるため、このまま継続して配置を続

けたい。

　　　小学校の学校給食助成について、来年度は無償で提供されるということだが国からの助成はどれだけか。

　　　国の示す交付金の額は子ども１人当たり１か月5,200円を11か月分で、１食当たり286円の交付を受け

ることになっている。

　　　小学校以外の給食費の保護者負担は変わらないか。

　　　幼稚園、中学校の保護者負担に関しては市からの助成により今まで通りである。

　　　外国人英語指導助手 ALT の指導について、アメリカ英語、イギリス英語等で違いが生じる場合があるが、

市内の小中学校全体で均一性を保てているか。

　　　現在勤務している３名はすべてアメリカ出身で均一性は保たれている。

　　　小学校理科教育等設備整備事業について、国からの補助金を活用して実験機器等十分まかなえているか。

　　　子どもの数も減ってきており実験観察をする際に不足が生じることは無いが、補助金を用いて定期的に

機器を更新していくことに取り組んでいる。

　　　図書館費の図書購入事業について、1,701万9千円のうち、電子書

籍の購入費にかかる部分はいくらか。

　　　電子書籍の購入は使用料及び賃借料で524万6千円を計上しており、

電子書籍の充実のため昨年度より37万4千円増額している。

　　　読書推進事業の予算が半減しているが、イベントを縮小する見込み

があるのか。

　　　ブックフェスは今年度同様に行うが会場を図書館とし、大会場での

講演会の講演料や会場設営費の予算を減額した。

　　　図書館整備事業の地下タンクライニング修繕とは何か。

　　　図書館の冷暖房燃料用地下タンクの油漏れを防ぐために内面を FRPなどで加工する修繕工事である。

　　　保育士の非正規率が高く、土岐市においても完全には改善には至ってないので早期に解消をしていただ

きたい。国が保育士の配置基準の見直しを行ったが、配置についても早急に整えてほしい。

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

討論
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所管外にはなるが、文化財保存活用拠点（仮称）整備事業についても、本格的な建設及びそれを進める

予算が提案されているが、市政報告会などでも市民の方の意見として物価高や世界情勢が混迷している

状況で、特に生活が大変であるという声が大きく、このような時期に博物館に多額投資を進めることに

大変危惧をしている。

また、財産貸付収入について、日本語学校誘致のための旧東濃看護専門学校の貸付の予算が出ているが、

誘致について疑問を持っている。以上の理由により、この予算に反対する。

議第２号　令和８年度土岐市国民健康保険特別会計予算
　　　被保険者数を何人と見込んでいるのか。

　　　8,461人と見込んでいる。

　　　１人当たりの保険料はいくらと見込んでいるのか。

　　　１人当たりの保険料は子ども子育て支援金を含めて11万7,719円。前年度比4.8％の増額を見込んでいる。

　　　基金を9,500万円繰り入れることによる令和７年度、８年度の基金残高の見込みは。

　　　令和７年度末は、5億7,400万円、令和８年度末で5億1,500万円の見込みである。

　　　保険給付費の療養給付費が下がる見込みである要因は。

　　　１人当たりの給付費は増額となっているが、被保険者数が減少していることで合計としては減少している。

　　　保険料の納付方法の変更についてどのように周知を考えているか。

　　　４月の仮算定通知書発送に替えて、仮算定の廃止と令和８年度から新設される子ども子育て支援金につ

いての説明を発送する。

　　　物価高や不安定な世界情勢を踏まえて、基金を保険料軽減に活用する考えは。

　　　被保険者の負担が大きくなっていることは承知しているが、令和11年度の県内保険料水準の統一に向け

て保険料を県標準まで上昇させる必要があるため、基金を用いて計画的に保険料の上げ幅を調整する。

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

議第４号　令和８年度土岐市介護保険特別会計予算
　　　被保険者数を何人と見込んでいるのか。

　　　前年度比217人減の1万7,525人と見込んでいる。

　　　要介護認定者数を何人と見込んでいるのか。

　　　前年度と同程度の3,018人と見込んでいる。

　　　基金から繰り入れることによって基金残高はどれくらいになるのか。

　　　1億2,800万円程度繰り入れることによって残高は7億3,100万円程度となる。

　　　施設介護の減少と居宅介護の増加を見込んでいるのか。

　　　訪問介護、訪問看護を利用する有料老人ホーム、サービス付高齢者住宅が増加しており、その分特別養

護老人ホームや老人保健施設の利用が減少しているため、それに合わせた増減を見込んでいる。

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁
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議第７号　令和８年度土岐市後期高齢者医療特別会計予算
　　　被保険者数を何人と見込んでいるのか。

　　　1万893人と見込んでいる。

　　　保険料の均等割・所得割率は。

　　　均等割額が5万5,385円、所得割率が9.71％に加えて、子ども子育て支援金2,221円で、合計１人当た

り9万19円の見込みである。

質疑

答弁

質疑

答弁

議第10号　令和７年度土岐市一般会計補正予算（第８号）　所管部分
　　　特定保育施設・特定地域型保育費が不足となった理由は。

　　　給付費の令和７年12月公定価格の改定による増が理由である。

　　　東濃中部病院事務組合費について、市が負担金を追加で出す理由は。

　　　企業債利息の３月定期償還分の借入利息が当初の見込みを上回ったためである。

　　　所管外の部分ではあるが、文化財保存活用拠点（仮称）整備事業において設計の見直しを行い、事業費

が総額６億円ほど減少したが、30億円以上であり財政的に大きな予算となる。報告会でも市民の方から

反対の声も多く、物価高や世界情勢といった点から言っても、市として優先して進めるべき事業とは思

えない。現施設等の利活用を踏まえ、市民の声を聞くべきであり、この予算に反対する。

質疑

答弁

質疑

答弁

討論

議第20号　土岐市国民健康保険条例の一部を改正する条例
　　　基礎賦課限度額の引き上げにより保険料が上がる世帯の年収層と対象世帯数は。

　　　対象となる世帯の所得は給与収入999万円以上、年金収入1,050万円以上で、令和７年度の賦課限度額

超過世帯数は、基礎賦課額で82世帯、全体の1.4％。後期高齢者支援金で77世帯全体の1.3％、介護保

険で56世帯、全体の2.3％である。

　　　低所得者対象の引き上げによる軽減対象世帯の増加の見込みは。

　　　令和８年度で５割軽減22世帯、２割軽減134世帯の増加を見込んでいる。

　　　子ども・子育て支援納付金賦課額が増えるが何の財源となるのか。

　　　保険料の納付ルートを活用して徴収されるもので、こども家庭庁の子育て支援に使用される。

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

議第１号　令和８年度土岐市一般会計予算　所管部分
　　　陶史の森、児童遊具修繕の具体的な内容は。

　　　主にエスカルゴネット、レールウェイなどの木製遊具の修繕である。

　　　観光大使関連委託料は観光大使の報酬か。

　　　イベントに来ていただいた際の交通費等、諸経費である。

質疑

答弁

質疑

答弁
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　　　観光協会非収益事業補助金はどのような補助金なのか。

　　　観光協会事務局職員の人件費やPR用のチラシ、パンフレット作成などの経費である。

　　　公園整備単独事業は新規事業か。

　　　総合公園多目的広場の観覧席改修、都市公園の危険木の伐採等、緊急性のある整備について別枠で計上

したものである。

　　　駅周辺まちづくり業務委託料の内容は。

　　　まちなか居住の推進にかかる様々なプロジェクトを実施していく団体の運営支援等に充てる業務委託料

である。

　　　地籍調査費について、どの地区で行うか。

　　　土岐津町の閲覧工程１地区、下石町の閲覧工程１地区、測量工程２地区、地権者調査１地区の５地区である。

　　　南消防署整備事業での女性仮眠室の整備の詳細は。

　　　令和８年度に女性職員を１名採用予定のため、南消防署に女性用の仮眠室を整備するものである。

　　　防災アプリはどのような活用ができるのか。

　　　避難指示を発表した際の警報音や河川カメラの映像確認、天気予報や防災情報の確認等ができる。

　　　文化財保存活用拠点（仮称）整備事業の内容は。

　　　新博物館運営アドバイザーの設置に係る経費と既設駐車場の整備に係る経費が主な内容である。

　　　文化財保存活用拠点（仮称）整備事業について、運営アドバイザーという形で費用が入っているが、ま

だ開館後のランニングコスト、及び建設費について明確になっていない部分がある中、予算計上される

ことに疑問を感じ反対をする。

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

討論

議第８号　令和８年度土岐市水道事業会計予算
　　　水道施設耐震化事業について、どの程度耐震化できるのか。

　　　肥田北部送水管等合計800mを耐震化し、耐震化率は37.7％となる。延長が短く耐震化率は0.1％の伸

びであるが、大規模管で国道19号線の横断という技術を伴う工事なので費用はかかる。

質疑

答弁

議第９号　令和８年度土岐市下水道事業会計予算
　　　マンホールトイレ整備事業はどこで行うのか。

　　　下石小学校の整備工事と泉中学校の工事設計を予定している。

質疑

答弁

議第10号　令和７年度土岐市一般会計補正予算（第８号）　所管部分
　　　文化財保存活用拠点（仮称）整備事業について、内閣府所管の交付金の申請額はいくらか。

　　　内閣府所管の地域未来交付金を１年目1億6,300万円弱、２年目が8億3,700万円強の合計10億円を申請

している。

　　　地域未来交付金は確実に交付されるのか。

　　　交付決定は３月31日付でされるため確実とは言いきれないが、県から内示が出されており、過去に内示

された額が変わることは無かったため、交付されるものと考えている。

質疑

答弁

質疑

答弁



視察に行った三島市議会は、予算決
算を分割付託した時の技術的な問題を
解消するため、令和６年度から予算決
算委員会を作成し、その際、市議会の
監査機能を高めるために、市議会から
決算審査後「次年度予算編成に向けて
の意見・要望」を市へ提出して、次年
度の予算編成に取り入れられるサイク
ルを確立していることが特徴でした。
本市では、そのような取り組みをし
ておらず、予算決算の審査方法を考え
るうえでとても参考になりました。

視察先：1月19日（月）静岡県三島市 「予算決算委員会について」

行 政 視 察 報 告 議会改革特別委員会

13

土 岐 市 議 会 だ よ り

　　　内閣府所管の交付金である地域未来交付金10億円の交付が内示されているとのことだがあくまで内示で

ありまだ確定ではなく、また、開館後予定されているランニングコスト等も高額でありまだまだ検討の

余地がある。確かにこの交付金が確定であれば文化財保存活用拠点（仮称）整備事業に対し土岐市の財

政負担は、18.7億円となるので賛成すべき補正予算かとも思われるが、地域未来交付金の交付が確定で

ないこと、そして今後の物価高騰を考えると総額33.5億円をはるかに超える可能性があり、不確定要素

が多い段階なのでこの予算には反対する。

　　　文化財保存活用拠点（仮称）整備事業について地域未来交付金10億円の内示がされており、それにより

土岐市の実質負担額は18.7億円となる旨の説明を受けた。しかし今後の世界情勢や物価高騰を鑑みると

実質負担額が増える心配もあるため部長に確認したところ物価高騰を見越した契約を初期に結ぶので実

質負担額が上がることはないとの説明を受けたため、これが担保される条件のもとに賛成する。

討論

討論

議第15号　土岐市職員定数条例の一部を改正する条例
　　　選挙管理委員会職員を増員する理由は。

　　　選挙事務の正確かつ円滑な執行をするために６名から10名に増員し、職務を分担することで職員の負担

軽減と時間外の削減を図る。

質疑

答弁

議第26号　損害賠償の額を定めること
　　　今回、倒れた枯れ木の状況は把握していたか。

　　　遊具や動物がいる場所から離れた場所であり、把握していなかった。

質疑

答弁



掛川市議会では、予算を各常任委員会に分割
付託したことが議案一体の原則の観点から問題
があるとして審査方法を見直し、予算と決算、
それに関連する条例を総合的に審査する予算決
算委員会を作成していました。
本市では、それぞれの常任委員会が専門性を

持って詳しく審査をするため議案を分割して審
査をしています。予算や決算を含めた議案の審
査は、どのようにするのが良いのか考えさせら
れる視察研修となりました。

（副委員長：山内　健）

視察先：1月20日（火）静岡県掛川市 「予算決算常任委員会の運営方法等について」

委員会の行動計画が確立されており、議会に
期待される役割と議会が実現すべき理想的なビ
ジョンが掲げられ実現に向けての計画が明確に
なっており、議会報告会は市民と直接対面で実
施され、また、動画配信による報告会も行われ、
その他にグループや各種団体との意見交換会を
相手方から依頼があれば実施するとのことでし
た。また、議会だよりについては各委員会での
議案審査が「是々非々」で審査されているかが
良く分かり、市民からも好評ではないかと思い
ました。

議会報告会は町、町内会、自治会以外に女性
の会、PTA、消防団、子育て世代などの各種
団体も対象にされていて、特に課題懇談会にお
いては年々増加し、その結果、若い人の意見や
子育て世代の方たちからの意見を聴くことが出
来たとのことでした。議会だよりは委員会審査
結果や議員の一般質問のほかに委員会の議員が
自ら街に出向き、市民の皆さんのところへ取材
に行かれ、それを掲載されています。今回の視
察により、とても大きな解決策のヒントが得ら
れました。

（委員長：北谷　峰二）

視察先：2月12日（木）三重県いなべ市

視察先：2月13日（金）兵庫県西脇市

「広報広聴活動について」

「広報広聴活動について」

行 政 視 察 報 告 広報広聴特別委員会

2026年6月15日
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《第１回定例会一般質問》　　●印は議員の意見・提案

◆
日
本
語
学
校
誘
致
に
つ
い
て

　
市
と
商
工
会
議
所
が
連
れ
立
っ
て
行
っ

た
大
阪
視
察
の
報
告
書
は
あ
る
か
？ 

　
報
告
書
は
作
成
し
て
い
ま
せ
ん
。
復
命

は
特
に
上
司
に
報
告
を
あ
げ
る
意
味
合
い

が
強
く
、
今
回
は
市
長
の
視
察
に
随
行
し

て
い
る
の
で
、
報
告
書
が
な
く
て
も
問
題

は
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

規
則
を
見
る
と
上
司
の
み
で
は
な
く

「
関
係
職
員
及
び
」
と
な
っ
て
い
る
。
情

報
共
有
の
た
め
、
ま
た
税
金
を
使
っ
て
行

っ
て
い
る
の
で
記
録
を
残
す
べ
き
で
は
？

　
（
市
長
）
内
容
に
つ
い
て
は
十
分
関
係

職
員
の
間
で
共
有
し
て
い
る
と
認
識
し
て

お
り
、
問
題
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
日
本
語
学
校
の
誘
致
予
定
地
の
改
修
工

事
に
つ
い
て
、
前
回
市
の
所
有
建
物
を
他

者
に
工
事
さ
せ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
業
者

名
、
金
額
も
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
が
、
公
文
書
の
開
示
請
求
で
確
認
し
た

ら
、
商
工
会
議
所
会
頭
の
会
社
と
公
文
書

に
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
答
弁
が
食
い
違

っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
前
回
議
会
で
は
申
請
事
項
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
を
基
に
答
え
て
お
り
ま
す
。

●
た
だ
の
逃
げ
口
上
で
し
ょ
。
議
員
と
し

て
通
告
し
て
質
問
し
て
い
る
わ
け
で
す
か

ら
、
し
っ
か
り
答
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
石
黒
会
頭
は
市
長
の
選
挙
の
後
援
会
長

で
す
よ
ね
。
要
約
す
る
と
商
工
会
議
所
が

先
頭
に
推
進
し
て
き
た
企
業
を
市
が
随
意

契
約
し
て
、
そ
の
企
業
か
ら
会
頭
が
関
連

す
る
企
業
に
仕
事
を
振
っ
て
利
益
を
得
た

と
い
う
構
図
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
客
観
的
に
見
て
疑
念
を
持

た
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
？
こ
れ
が
前
回
の

知
り
え
な
い
、
回
答
を
控
え
る
と
い
う
答

弁
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
？

　
（
市
長
）
議
員
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う

な
憶
測
は
、
全
く
私
は
認
識
し
て
い
な
い

こ
と
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
う
い
っ
た
こ
と

は
な
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

改
修
工
事
は
申
請
者
が
自
己
の
責
任
に
お

い
て
行
わ
れ
る
内
容
で
す
の
で
、
そ
の
会

社
が
ど
こ
の
企
業
に
発
注
さ
れ
る
か
は
、

私
ど
も
が
承
知
す
る
案
件
で
は
な
い
。

色
々
な
つ
な
が
り
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
が
、

私
の
後
援
会
長
が
会
頭
で
あ
る
と
い
う
こ

と
の
事
実
と
今
回
の
も
の
と
は
全
く
無
関

係
で
す
の
で
釈
明
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

●
公
文
書
を
見
て
も
決
定
し
た
プ
ロ
セ
ス

が
何
も
載
っ
て
い
ま
せ
ん
。
要
は
市
長
の

決
断
で
進
め
ら
れ
た
事
業
だ
と
思
い
ま
す
。

公
平
性
や
透
明
性
を
保
つ
た
め
に
特
段
の

注
意
を
払
う
べ
き
で
、
疑
念
を
持
た
れ
る

関
係
性
に
な
っ
て
い
る
こ
と
自
体
を
反
省

す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設
置
場
所
は
ど

の
よ
う
な
メ
ン
バ
ー
で
ど
の
よ
う
に
話
し

合
わ
れ
決
定
し
た
の
か
。

　
地
域
防
災
計
画
を
基
本
に
下
水
道
総
合

地
震
対
策
計
画
に
て
、
公
共
下
水
道
区
域

内
で
広
域
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る

小
・
中
学
校
７
カ
所
に
決
定
し
た
。
校
内

設
置
位
置
は
校
舎
、
体
育
館
、
下
水
道
管

等
の
施
設
配
置
や
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

が
平
面
的
な
下
水
道
管
と
の
近
接
位
置
や

貯
留
槽
の
た
め
の
下
水
道
管
の
深
さ
、
あ

る
程
度
の
平
場
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ

と
、
通
常
時
生
徒
の
活
動
の
支
障
に
な
ら

な
い
こ
と
を
考
慮
し
、
管
理
者
で
あ
る
各

学
校
と
協
議
し
、
選
定
し
た
上
で
設
計
、

工
事
を
実
施
し
て
い
る
。

　
自
治
会
役
員
の
な
り
手
不
足
に
つ
い
て

　
土
岐
市
共
助
の
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
で

２
カ
年
か
け
て
市
民
、
町
内
会
長
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
基
に
６
回
の
会
議
を
開
い
て

補
助
金
や
町
内
会
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
が
出
来

た
。
そ
の
中
で
町
内
会
運
営
、
役
員
選
出

に
向
け
て
の
ヒ
ン
ト
集
等
掲
載
し
て
い
る
。

例
え
ば
町
内
会
長
だ
と
、
昔
は
輪
番
、
班

長
ご
と
の
持
ち
回
り
で
選
出
だ
っ
た
も
の

に
つ
い
て
、
今
は
そ
う
は
い
か
な
い
の
で

い
か
が
な
も
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た

り
、
負
担
軽
減
だ
と
、
昔
は
町
内
で
や
れ

て
い
た
が
今
の
時
代
は
な
か
な
か
で
き
な

い
と
い
う
と
こ
ろ
の
負
担
軽
減
や
、
回
覧

物
を
デ
ジ
タ
ル
で
使
え
る
も
の
は
使
う
こ

と
に
よ
る
負
担
軽
減
な
ど
、
い
ろ
ん
な
形

で
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
参
考
に
な
る
こ

と
が
掲
載
し
て
あ
る
の
で
、
皆
さ
ん
の
負

担
軽
減
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
う
。

　
消
防
団
員
の
確
保
に
つ
い
て

　
団
員
確
保
対
策
委
員
会
を
立
ち
上
げ
団

員
確
保
の
た
め
に
ど
の
よ
う
に
自
治
会
、

地
域
の
方
に
接
触
し
理
解
を
求
め
て
い
く

か
打
ち
合
わ
せ
て
い
る
。
家
族
の
理
解
の

た
め
に
操
法
大
会
訓
練
時
間
を
短
く
し
た

り
、
消
防
車
の
展
示
等
家
族
の
方
が
見
ら

れ
る
ス
ペ
ー
ス
を
多
く
し
た
り
し
て
い
る
。

●
市
長
に
提
案

市
長
か
ら
各
自
治
会
へ
消
防
団
員
推
薦

協
力
依
頼
書
を
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

小関　篤司

北谷　峰二
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《第１回定例会一般質問》　　●印は議員の意見・提案

◆
土
岐
市
立
総
合
病
院
跡
地
の
利
活
用

に
つ
い
て

　
管
理
状
況
・
維
持
管
理
費
に
つ
い
て

　
閉
院
後
の
現
在
、
民
間
警
備
会
社
に
よ

る
機
械
警
備
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
24
時

間
監
視
体
制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。
敷
地

入
口
に
は
チ
ェ
ー
ン
ゲ
ー
ト
等
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
な
お
建
物
の
保
全
と
し
て
、

施
設
や
設
備
の
急
激
な
劣
化
を
防
止
す
る

た
め
に
、
電
気
・
給
排
水
・
消
防
設
備
な

ど
の
建
物
の
機
能
維
持
に
不
可
欠
な
各
種

設
備
は
、
法
令
に
基
づ
き
点
検
・
保
守
を

適
切
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

維
持
管
理
費
の
見
込
み
は
、
機
械
警
備

委
託
料
や
保
守
点
検
委
託
料
、
ま
た
最
低

限
の
光
熱
水
費
に
加
え
施
設
内
に
残
さ
れ

た
医
療
機
器
や
什
器
等
の
整
理
・
処
分
を

行
う
残
置
物
撤
去
費
用
も
含
め
令
和
８
年

度
は
総
額
８
０
０
８
万
３
０
０
０
円
を
予

算
計
上
し
て
い
ま
す
。
令
和
９
年
度
以
降

の
年
間
の
維
持
管
理
費
と
し
て
は
、
約
７

０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
周
辺
住
民
の
要
望
や
懸
念
へ
の
対
応
に

つ
い
て

　
閉
院
作
業
の
終
了
後
、
施
設
が
無
人
化

さ
れ
る
こ
と
は
周
辺
住
民
の
皆
様
の
安

心
・
安
全
を
守
る
上
で
も
極
め
て
重
要
な

課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
不

法
侵
入
対
策
は
、
既
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
し
機
械
警
備
シ
ス
テ
ム
も
導
入
し
て
お

り
、
ま
た
侵
入
検
知
セ
ン
サ
ー
を
配
置
し

警
備
員
か
ら
警
察
等
へ
と
連
携
体
制
を
整

え
て
い
ま
す
。
敷
地
内
の
草
木
等
の
管
理

に
つ
い
て
は
定
期
的
な
点
検
を
継
続
し
、

臨
機
応
変
か
つ
迅
速
に
草
刈
り
や
剪
定
を

実
施
し
、
良
好
な
環
境
維
持
に
努
め
ま
す
。

　
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
結
果
に
つ
い
て

　
民
間
事
業
者
に
お
け
る
既
存
建
物
の
利

活
用
や
解
体
は
困
難
で
、
用
途
地
域
の
変

更
を
し
な
い
と
企
業
誘
致
な
ど
も
難
し
い

と
い
う
結
論
が
出
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
第
２
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域

と
い
う
用
途
地
域
に
指
定
を
さ
れ
て
お
り
、

店
舗
・
事
務
所
な
ど
は
２
階
建
て
以
下
で

１
５
０
０
㎡
以
下
の
も
の
は
建
設
で
き
ま

す
が
、
商
業
・
工
業
施
設
は
原
則
と
し
て

建
設
は
で
き
ま
せ
ん
。
工
場
や
商
業
系
の

建
物
を
建
設
で
き
る
用
途
地
域
へ
の
変
更

は
市
の
裁
量
で
は
な
く
、
県
の
都
市
計
画

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
変
更
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
こ
の
プ
ラ
ン
の
見
直
し
は
令

和
12
年
度
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
県
の
プ

ラ
ン
変
更
後
、
も
し
く
は
同
時
並
行
で
市

の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
変
更
す

る
た
め
に
は
、
市
の
都
市
計
画
審
議
会
に

諮
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
令
和
13
年
度
以

降
に
用
途
変
更
が
完
了
す
る
見
込
み
で
す
。

◆
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

　
文
化
財
保
存
活
用
拠
点（
仮
称
）整
備
事

業
の
財
源
の
１
つ
で
あ
る
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
、
こ
の
制
度
を
商
工
会
議
所
が
独

自
で
資
料
を
作
成
し
、
当
面
は
無
報
酬
で

Ｐ
Ｒ
活
動
を
し
て
下
さ
る
申
出
が
あ
っ
た

事
に
つ
い
て
、
本
市
は
快
諾
さ
れ
た
と
思

う
が
現
在
の
進
捗
状
況
を
お
聞
き
し
た
い
。

　
昨
年
12
月
15
日
に
土
岐
商
工
会
議
所
の

石
黒
会
頭
が
来
庁
さ
れ
、
新
博
物
館
の
周

辺
整
備
事
業
に
対
す
る
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
の
Ｐ
Ｒ
事
業
に
つ
い
て
は
中
止
を
さ
れ

る
旨
の
ご
報
告
が
市
長
に
な
さ
れ
ま
し
た
。

理
由
と
し
て
は
、
こ
の
周
辺
整
備
事
業

は
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
考

え
、
あ
く
ま
で
も
商
工
会
議
所
と
し
て
の

提
案
と
し
て
思
い
描
く
鳥
瞰
図
な
ど
を
掲

載
し
た
Ｐ
Ｒ
資
料
を
用
い
、
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
の
Ｐ
Ｒ
を
す
る
予
定
で
し
た
が
、

こ
の
提
案
ど
お
り
に
整
備
さ
れ
る
わ
け
で

は
無
い
こ
と
か
ら
、
商
工
会
議
所
内
で
協

議
さ
れ
、
Ｐ
Ｒ
事
業
は
中
止
す
る
に
至
っ

た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
本
件
は
あ
く
ま
で
も
会
議
所
さ

ん
か
ら
の
申
出
に
よ
る
も
の
で
す
の
で
、

詳
細
に
つ
い
て
は
会
議
所
さ
ん
へ
お
尋
ね

い
た
だ
い
た
方
が
よ
ろ
し
い
と
思
い
ま
す
。

◆
総
合
病
院
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て

　
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
の
結
果
を
受
け

て
、
本
市
の
見
解
は
。

　
民
間
事
業
者
が
建
物
を
活
用
し
た
り
解

体
し
た
り
出
来
な
い
か
を
探
る
も
の
で
し

た
が
、
残
念
な
が
ら
困
難
で
あ
る
と
い
う

結
論
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
公
共
で
の
活
用
も

含
め
、
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
議
論
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
想
定
し
て
い
る
借
地
料
は
。

　
今
回
、
試
算
す
る
に
あ
た
り
類
似
施
設

な
ど
の
評
価
を
参
考
に
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
あ
く
ま
で
も
概
算
と
い
う
事
で
ご
了

承
い
た
だ
き
た
い
で
す
が
、
土
地
に
つ
い

て
は
、
病
院
、
や
す
ら
ぎ
、
駐
車
場
す
べ

て
含
め
、
年
額
で
４
千
万
円
程
度
に
な
ろ

う
か
と
試
算
を
し
て
お
り
ま
す
。

建
物
に
つ
い
て
は
、
病
院
、
や
す
ら
ぎ

全
て
含
め
て
１
億
７
千
万
円
程
度
と
試
算

を
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
の
状
況
で
す
と
土
岐
市
で
建
物
の
解

体
が
必
要
に
な
る
可
能
性
が
大
き
い
。
現

状
の
ま
ま
無
償
で
譲
渡
す
る
考
え
は
。

　
建
物
の
民
間
負
担
に
よ
る
取
壊
し
が
極

め
て
困
難
で
あ
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

ご
提
案
の
よ
う
に
建
物
つ
き
の
無
償
譲
渡

に
応
じ
て
く
だ
さ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ

ば
、
市
と
し
て
は
非
常
に
あ
り
が
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

安藤　勝彦

大久保一夫

2026年6月15日
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《第１回定例会一般質問》　　●印は議員の意見・提案

◆
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る
誤
・
偽
情
報
に
対

す
る
学
校
教
育
に
つ
い
て

　
学
校
教
育
に
お
け
る
児
童
生
徒
に
対
す

る
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
取
組
は
。

　
各
教
科
な
ど
の
特
性
を
活
か
し
実
施
し

て
い
る
。
道
徳
科
で
は
軽
率
な
投
稿
に
よ

る
炎
上
問
題
、
ネ
ッ
ト
い
じ
め
問
題
な
ど
、

情
報
発
信
に
よ
る
他
人
や
社
会
へ
の
影
響
、

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
、

技
術
家
庭
科
で
は
、
情
報
に
は
誤
っ
た
も

の
や
危
険
な
も
の
が
あ
る
こ
と
を
考
え
さ

せ
て
い
る
。
ま
た
、
外
部
講
師
に
よ
る
講

話
を
通
し
、
児
童
生
徒
が
情
報
を
適
切
に

扱
う
力
を
身
に
付
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
新
た
な
課
題
に
対
す
る
対
応
は
。

　
小
学
校
低
学
年
の
う
ち
か
ら
発
達
段
階

に
応
じ
た
情
報
モ
ラ
ル
教
育
が
必
要
で
あ

る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
委
員
会
で
土
岐
市

版
情
報
モ
ラ
ル
指
導
教
材
を
作
成
し
、
年

間
を
通
し
て
指
導
を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、

Ａ
Ｉ
利
活
用
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
を
進

め
て
お
り
、
児
童
生
徒
の
資
質
・
能
力
向

上
を
図
っ
て
い
く
。

◆
災
害
時
の
通
信
確
保
に
つ
い
て

　
発
災
後
の
行
政
間
で
の
通
信
環
境
確
保

の
取
組
は
。

　
令
和
11
年
に
Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線
が
廃
止
さ
れ

る
た
め
、
代
替
手
段
を
検
討
し
て
い
る
。

近
年
で
は
新
た
な
通
信
手
段
の
技
術
開
発

も
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
動
向
を
踏
ま
え

な
が
ら
慎
重
に
検
討
を
進
め
た
い
。

◆
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
公
共
施

設
の
窓
ガ
ラ
ス
強
化
に
つ
い
て

　
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
小
中
学
校

体
育
館
の
窓
ガ
ラ
ス
は
飛
散
防
止
フ
ィ
ル

ム
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
公
共
施

設
の
状
況
、
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
。

　
公
民
館
は
土
岐
津
、
駄
知
、
泉
西
公
民

館
以
外
と
他
29
施
設
の
う
ち
12
施
設
は
一

般
の
ガ
ラ
ス
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
熊
本

地
震
の
例
で
は
窓
ガ
ラ
ス
破
損
の
み
に
よ

り
避
難
所
の
開
設
が
出
来
な
か
っ
た
施
設

は
無
か
っ
た
た
め
、
今
後
は
危
険
個
所
を

精
査
し
、
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

小
中
学
校
体
育
館
に
つ
い
て
も
フ
ィ
ル

ム
貼
付
後
、
長
期
間
経
過
し
て
い
る
た
め
、

施
設
の
長
寿
命
化
計
画
の
実
施
に
合
わ
せ

て
考
え
て
い
き
た
い
。

◆
未
来
を
見
据
え
た
子
育
て
支
援
策
に

つ
い
て

　
本
市
が
、
独
自
に
考
え
て
い
る
支
援
策

は
何
か
あ
る
か

　
人
口
減
少
対
策
の
事
業
と
し
て
、
乳
児

お
む
つ
等
購
入
応
援
事
業
、
小
・
中
学
校

入
学
準
備
応
援
金
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

等
購
入
費
助
成
事
業
、
今
年
度
よ
り
支
給

対
象
者
を
拡
充
し
、
高
校
生
年
代
ま
で
の

医
療
費
の
自
己
負
担
分
を
助
成
す
る
と
い

っ
た
経
済
的
支
援
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に

加
え
、
子
育
て
応
援
と
し
て
、
令
和
４
年

度
に
多
機
能
型
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
を

イ
オ
ン
モ
ー
ル
土
岐
内
に
開
設
し
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
利
用
者
支
援

事
業
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
多
機
能

型
か
つ
商
業
施
設
内
で
の
実
施
と
い
う
の

は
、
市
独
自
の
取
り
組
み
で
す
。

そ
の
他
、
妊
娠
中
の
母
親
や
父
親
の
支

援
と
し
て
、
出
産
や
育
児
に
対
す
る
不
安

の
軽
減
や
子
育
て
支
援
情
報
の
提
供
の
た

め
、
プ
レ
マ
マ
・
パ
パ
サ
ロ
ン
と
い
っ
た

講
座
も
独
自
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
プ
レ
マ
マ
・
パ
パ
サ
ロ
ン
の
狙
い
は

　
母
子
手
帳
を
交
付
す
る
際
、
多
く
の
妊

婦
さ
ん
か
ら
妊
娠
中
の
不
安
、
産
後
の
不

安
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
母
親
の
産
後
の

急
激
な
心
身
の
変
化
に
対
し
、
母
親
だ
け

で
な
く
父
親
も
い
わ
ゆ
る
産
後
う
つ
に
陥

る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま
す
。

プ
レ
マ
マ
・
パ
パ
サ
ロ
ン
は
、
産
前
か

ら
２
人
で
正
し
い
情
報
を
十
分
に
取
り
入

れ
出
産
に
備
え
て
い
た
だ
く
こ
と
や
、
産

前
か
ら
子
育
て
応
援
施
設
を
通
し
て
、
支

援
者
や
同
じ
境
遇
の
仲
間
と
つ
な
が
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
が
行
っ
て
い
る
周
知
方
法
に
つ
い

て
　
子
育
て
支
援
の
周
知
は
、
従
来
の
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
広
報
で
の
周
知
に
加
え
、

子
育
て
世
代
に
浸
透
し
て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

活
用
も
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
親
子
が
集
う
場
所
で
の
情
報
提

供
も
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
食
堂
の
役
割
に
つ
い
て

　
子
ど
も
食
堂
は
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く

誰
で
も
利
用
で
き
る
場
所
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
多
世
代
で
の
交
流
や
地
域
の
見
守
り

の
場
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
の
場
と

し
て
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
誰
で
も
来
て
い
い
と
い
う

雰
囲
気
の
中
で
、
貧
困
や
困
難
さ
を
他
者

に
知
ら
れ
る
こ
と
な
く
利
用
し
て
い
た
だ

き
な
が
ら
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
や
家
庭

を
早
期
に
発
見
し
、
適
切
な
支
援
機
関
に

つ
な
げ
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

伊藤　公男

山内　健
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《第１回定例会一般質問》　　●印は議員の意見・提案

　
陶
磁
器
産
業
の
現
状
に
つ
い
て　

コ
ロ
ナ
感
染
症
時
と
前
後
の
状
況
は
。

　
経
済
産
業
省
の
経
済
構
造
実
態
調
査
に

よ
る
食
卓
用
・
厨
房
用
陶
磁
器
製
造
業
に

お
け
る
製
造
品
出
荷
額
は
、
コ
ロ
ナ
前
の

令
和
元
年
４
６
３
億
７
３
０
０
万
円
、
令

和
２
年
４
０
２
億
６
１
０
０
万
円
、
令
和

３
年
４
４
１
億
２
１
０
０
万
円
、
令
和
４

年
４
７
６
億
７
８
０
０
万
円
、
令
和
５
年

度
４
９
８
億
６
４
０
０
万
円
。

　
陶
磁
器
産
業
の
人
材
確
保
に
つ
い
て

　
慢
性
的
な
人
手
不
足
、
職
人
の
高
齢
化
、

後
継
者
不
足
が
課
題
だ
が
、
事
業
者
や
技

術
を
リ
ス
ト
化
し
、
情
報
を
共
有
す
る
こ

と
で
お
互
い
を
補
完
し
合
う
仕
組
み
と
し

て
、
仕
事
・
人
・
技
術
を
つ
な
ぐ
を
基
本

的
な
考
え
と
し
た
美
濃
焼
「
ツ
ナ
グ
」
デ

ー
タ
バ
ン
ク
事
業
を
立
ち
上
げ
、
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
見
本
市
の
実
績
・
現
状
に
つ
い
て

　
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
令
和
元
年
度
と
比
較

す
る
と
、
Ｎ
Ｅ
Ｗ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
は
、
令
和
元
年
度
出
展
企
業
数
76
社
、

入
場
者
数
８
８
０
人
。
令
和
６
年
度
出
展

企
業
数
49
社
、
入
場
者
数
７
３
０
人
。
新

春
見
本
市
は
令
和
元
年
度
は
２
会
場
で
開

催
さ
れ
て
お
り
、
合
計
で
出
展
企
業
数
１

３
０
社
、
入
場
者
数
２
８
０
５
人
。
令
和

６
年
度
は
１
会
場
に
統
合
さ
れ
、
出
展
企

業
数
93
社
、
入
場
者
数
１
４
７
２
人
。

　
都
市
部
、
海
外
へ
の
展
示
販
売
事
業
に

つ
い
て

　
令
和
６
年
度
の
実
績
は
、
愛
知
、
東
京
、

福
岡
、
岡
山
、
熊
本
、
愛
媛
な
ど
の
展
示

会
へ
の
出
展
に
対
し
支
援
を
し
て
い
る
。

国
内
展
示
会
の
状
況
は
、
規
模
の
縮
小
や

会
場
を
移
転
す
る
展
示
会
も
あ
っ
た
り
、

効
果
等
の
検
証
に
よ
り
出
展
を
取
り
や
め

る
も
の
も
あ
っ
た
り
す
る
た
め
年
に
よ
り

増
減
が
見
ら
れ
る
が
、
補
助
金
の
実
績
か

ら
す
る
と
、
出
展
数
は
コ
ロ
ナ
前
の
水
準

よ
り
減
少
し
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
６
年

度
か
ら
、
美
濃
焼
の
販
路
拡
大
等
Ｐ
Ｒ
の

促
進
、
付
加
価
値
の
高
い
も
の
づ
く
り
等

販
売
戦
略
を
目
指
し
、
東
京
で
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｏ

Ｙ
Ａ
Ｋ
Ｉ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｋ
Ｅ
Ｔ
と
い
う
出
展

市
を
開
催
し
、
首
都
圏
の
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ

ー
の
声
を
聞
く
と
と
も
に
、
販
路
開
拓
を

行
う
機
会
を
つ
く
っ
た
。

　
や
き
も
の
生
産
日
本
一
の
ポ
ス
タ
ー
に

つ
い
て

　
全
国
規
模
の
陶
磁
器
イ
ベ
ン
ト
に
出
展

す
る
事
業
者
の
ブ
ー
ス
や
、
都
市
部
の
市

町
村
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
す
る
際
に
掲

示
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
全
国
か
ら
の
来
場
者

に
向
け
て
土
岐
市
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
る
。

◆
出
産
時
か
ら
就
学
前
ま
で
の
切
れ
目

な
い
健
康
診
査
の
実
施
に
つ
い
て

　
土
岐
市
の
就
学
時
前
ま
で
の
健
康
診
査

の
現
況
は
ど
う
か
。

　
４
か
月
児
健
診
、
１
歳
６
か
月
児
健
診
、

３
歳
６
か
月
児
健
診
及
び
２
歳
６
か
月
児

の
歯
科
検
診
を
実
施
し
て
お
り
、
95
％
以

上
の
子
ど
も
が
受
診
し
て
い
ま
す
。

　
１
歳
６
か
月
と
３
歳
６
か
月
健
診
は
法

定
の
健
診
だ
が
、
５
歳
児
健
診
は
実
施
し

て
い
る
か
。

　
ま
だ
実
施
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
自
閉
症
、
多
動
症
な
ど
の
発
達
障
が
い

の
あ
る
児
童
は
、
５
歳
前
後
の
発
達
の
成

熟
度
が
高
ま
る
時
期
に
言
語
能
力
、
社
会

性
そ
し
て
行
動
特
性
が
よ
り
明
確
に
表
れ

る
の
で
、
５
歳
前
後
の
健
診
が
大
切
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
５
歳
児
健
診
の
費
用
な

ど
実
施
す
る
の
に
課
題
は
多
い
が
、
国
の

方
針
も
あ
り
早
期
に
５
歳
児
健
診
を
や
る

べ
き
で
あ
る
。

　
国
や
県
が
目
指
す
開
始
時
期
は
、
令
和

10
年
度
で
あ
り
、
こ
ち
ら
に
向
け
て
健
診

体
制
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◆
補
聴
器
購
入
の
助
成
金
に
つ
い
て

　
18
歳
未
満
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
補

聴
器
購
入
助
成
金
の
現
況
は
。

　
身
体
障
が
い
者
手
帳
を
持
っ
て
お
ら
れ

る
方
に
、
補
聴
器
の
購
入
助
成
を
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
身
体
障
が
い
者
手
帳
を

お
持
ち
で
な
い
方
で
18
歳
未
満
の
方
に
つ

き
ま
し
て
は
、
支
給
要
件
を
満
た
す
場
合
、

基
準
額
ま
た
は
購
入
費
の
い
ず
れ
か
低
い

額
の
３
分
の
２
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

　
広
報
と
き
１
月
号
に
、
聞
こ
え
大
丈
夫

で
す
か
？
ヒ
ア
リ
ン
グ
フ
レ
イ
ル
を
予
防

し
よ
う
！
と
の
見
出
し
で
、
高
齢
介
護
課

か
ら
お
知
ら
せ
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。
土

岐
市
で
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
補
聴

器
購
入
助
成
金
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

　
自
治
体
ご
と
で
政
策
を
講
じ
る
の
で
は

な
く
、
国
に
お
い
て
議
論
さ
れ
、
国
に
お

い
て
一
律
の
施
策
と
財
源
措
置
に
よ
り
実

施
さ
れ
る
の
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

◆
町
内
会
に
加
入
し
て
い
な
い
人
の
ゴ
ミ

出
し
に
つ
い
て

　
町
内
会
に
加
入
し
て
い
な
い
人
の
ゴ
ミ

出
し
は
、
市
が
経
費
額
を
提
示
す
る
な
ど

調
停
役
に
な
り
解
決
す
べ
き
で
は
。

　
経
費
額
は
自
治
会
で
異
な
る
の
で
提
示

で
き
ま
せ
ん
。
ト
ラ
ブ
ル
は
両
者
で
協
議

し
て
合
意
形
成
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

　
美
濃
加
茂
市
の
市
の
有
料
集
積
所
設
置

の
実
験
実
施
に
つ
い
て

　
有
料
市
集
積
所
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

西尾　隆久

塚本　俊一

2026年6月15日
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《第１回定例会一般質問》　　●印は議員の意見・提案

◆
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
交
通
に
つ
い
て

　
令
和
７
年
度
の
実
証
実
験
の
結
果
は
。

　
２
月
末
時
点
、
98
日
間
の
運
行
で
、
会

員
登
録
者
数
２
１
１
名
、
８
５
５
回
の
運

行
で
し
た
。
１
日
当
た
り
約
８
・
７
回
の

運
行
と
な
り
、
累
計
乗
車
人
数
は
９
７
７

人
、
乗
り
合
い
の
発
生
率
は
15
・
７
％
。

実
証
実
験
の
段
階
で
す
が
、
あ
る
程
度
の

手
応
え
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
８
年
度
か
ら
公
立
東
濃
中
部
医
療

セ
ン
タ
ー
が
乗
降
場
所
に
加
わ
る
が
、
瑞

浪
市
民
も
利
用
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
か
。

　
登
録
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
他
市
の

方
で
も
利
用
は
可
能
で
す
。

◆
防
災
に
つ
い
て

　
地
域
防
災
計
画
に
児
童
生
徒
等
に
対
す

る
普
及
の
項
目
が
10
項
目
記
述
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
ら
の
普
及
は
ど
う
進
め
て
お

ら
れ
ま
す
か
。

　

児
童
・
生
徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
、

各
教
科
や
道
徳
科
、
総
合
的
な
学
習
の
時

間
な
ど
様
々
な
教
育
活
動
に
お
い
て
普
及

に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、
避
難
所
、
避
難

ひ
ろ
ば
及
び
避
難
路
に
関
す
る
知
識
並
び

に
避
難
方
法
な
ど
は
、
十
分
な
普
及
に
至

っ
て
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、

地
域
の
防
災
の
会
な
ど
関
係
団
体
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
学
校
内
外
の
活
動
を

通
し
て
10
項
目
の
普
及
を
進
め
た
い
で
す
。

　
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
職
員
の
行
動

は
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
職
員
が
的
確
に
判
断
し
円
滑
に
対
応
で

き
る
よ
う
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
て
お
り
、
児
童
・
生
徒
及
び
教
職
員
自

身
の
生
命
・
安
全
の
確
保
を
最
優
先
と
す

る
行
動
を
基
本
と
し
、
指
揮
命
令
系
統
の

整
理
、
職
員
の
役
割
分
担
、
初
動
対
応
な

ど
が
具
体
的
に
定
め
て
あ
り
ま
す
。

　
ジ
ュ
ニ
ア
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
講
座
を

実
施
し
、
認
定
証
を
付
与
す
る
の
は
。

　
土
岐
市
防
災
連
絡
会
議
及
び
市
の
関
係

部
署
等
と
の
調
整
を
丁
寧
に
図
り
な
が
ら
、

講
座
の
実
施
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

●
防
災
授
業
に
つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。

◆
１
１
９
番
通
報
（
救
急
要
請
）
に
対

す
る
不
出
動
事
案
に
つ
い
て

　
業
務
上
過
失
致
死
罪
に
つ
い
て
不
起
訴

と
な
っ
た
の
に
、
６
名
を
処
分
す
る
の
は

ど
う
し
て
で
す
か
。

　
職
務
上
の
義
務
を
怠
っ
た
事
実
が
あ
り
、

市
の
規
程
等
に
基
づ
き
処
分
し
ま
し
た
。

　
こ
の
件
に
関
し
て
市
長
は
ど
う
責
任
を

感
じ
て
お
ら
れ
る
ま
す
か
。

　
こ
う
し
た
事
案
を
２
度
と
起
こ
さ
な
い
、

そ
の
た
め
の
し
っ
か
り
し
た
組
織
を
つ
く

っ
て
い
く
と
い
う
の
が
私
の
責
任
で
あ
る
。

◆
選
挙
に
お
け
る
投
票
時
間
の
繰
り
上

げ
の
可
能
性
と
持
続
可
能
な
選
挙
運
営

に
つ
い
て

投
票
率
の
時
間
別
推
移
や
人
員
の
確
保

の
課
題
を
踏
ま
え
、
投
票
時
間
を
繰
り
上

げ
つ
つ
、
期
日
前
投
票
の
充
実
な
ど
で
投

票
機
会
を
確
保
す
る
自
治
体
も
増
え
て
き

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
、
選
挙
運
営
の
効
率
化
や

経
費
等
の
削
減
の
面
か
ら
当
日
の
投
票
時

間
を
短
縮
し
た
ら
ど
う
か
と
い
う
考
え
で

質
問
し
ま
す
。

　
投
票
時
間
を
午
後
７
時
ま
で
１
時
間
繰

り
上
げ
た
場
合
、
全
市
に
与
え
る
影
響
に

つ
い
て
ど
う
見
込
ん
で
い
ま
す
か
。

　
先
の
衆
院
選
で
午
後
７
時
か
ら
午
後
８

時
の
間
に
投
票
さ
れ
た
方
は
３
４
６
人
で
、

単
純
に
考
え
る
と
こ
の
方
た
ち
が
投
票
機

会
を
失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

事
前
に
十
分
な
周
知
を
行
い
、
期
日
前
投

票
や
午
後
７
時
ま
で
の
投
票
を
促
す
こ
と

で
影
響
は
軽
減
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

　
投
票
所
の
開
設
時
間
が
経
費
に
与
え
る

影
響
は
。

　
投
票
時
間
を
仮
に
１
時
間
短
縮
で
き
れ

ば
、
約
40
万
円
の
経
費
削
減
が
見
込
ま
れ

ま
す
。

　
投
票
時
間
繰
り
上
げ
に
つ
い
て
の
市
長

の
考
え
は
。

　
選
挙
制
度
で
あ
る
と
か
運
営
に
係
る
事

項
に
つ
き
ま
し
て
は
、
選
挙
管
理
委
員
会

で
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
の
前
提
を

踏
ま
え
た
う
え
で
、
考
え
を
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

近
年
の
選
挙
に
お
い
て
は
、
有
権
者
数

の
減
少
や
期
日
前
投
票
の
増
加
に
伴
い
、

当
日
投
票
者
数
が
減
少
す
る
傾
向
が
見
ら

れ
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
選
挙
事
務
に
従
事
す
る

人
員
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
ほ
か
、

事
務
負
担
の
増
加
や
経
費
の
上
昇
と
い
っ

た
課
題
も
顕
著
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
繰

り
上
げ
に
つ
い
て
は
投
票
機
会
を
一
定
程

度
確
保
し
な
が
ら
、
選
挙
事
務
の
効
率
化
、

立
会
人
の
負
担
軽
減
、
さ
ら
に
は
経
費
削

減
を
図
る
可
能
性
が
あ
る
有
効
な
選
択
肢

の
１
つ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
土
岐
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
お

い
て
慎
重
に
調
査
・
検
討
を
し
た
う
え
で

議
論
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
す
す
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

水野　哲男

木股　英明
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《第１回定例会一般質問》　　●印は議員の意見・提案

◆
自
転
車
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

　
４
月
よ
り
導
入
の
交
通
反
則
通
告
制
度

に
つ
い
て
概
要
を
伺
う
。

　

対
象
年
齢
は
16
歳
以
上
の
運
転
者
で

１
１
３
種
類
の
違
反
行
為
が
規
定
さ
れ
て

い
る
。
基
本
的
に
は
警
察
が
自
転
車
の
交

通
違
反
を
認
知
し
た
場
合
、
指
導
警
告
を

行
い
、
こ
れ
に
従
わ
ず
交
通
事
故
に
つ
な

が
る
よ
う
な
悪
質
、
危
険
な
違
反
行
為
は

取
り
締
ま
り
の
対
象
と
な
る
。
主
な
違
反

行
為
は
携
帯
電
話
使
用
、
遮
断
踏
切
立
ち

入
り
、
信
号
無
視
、
一
時
不
停
止
、
無
灯

火
な
ど
が
対
象
と
な
る
。

　
小
中
学
生
へ
の
制
度
の
周
知
方
法
は

　
小
学
生
へ
は
、
制
度
導
入
の
意
図
を
伝

え
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
安
全
に
自
転
車

の
利
用
が
で
き
る
よ
う
指
導
を
す
る
。

中
学
生
へ
は
、
啓
発
チ
ラ
シ
等
活
用
し

周
知
を
図
り
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
が
、

自
分
と
他
者
の
か
け
が
え
の
な
い
命
を
守

る
事
に
つ
な
が
る
と
指
導
し
て
い
る
。

　
市
民
へ
の
制
度
の
周
知
方
法
は
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
、
３
月
19
日
に
土
岐

市
駅
前
の
駐
輪
場
で
高
校
生
を
中
心
に
チ

ラ
シ
の
配
布
等
で
啓
発
を
行
う
。

◆
が
ん
教
育
に
つ
い
て

　
小
中
学
校
の
現
状
は
。

　
令
和
５
年
か
ら
、
小
学
校
６
年
生
、
中

学
２
年
生
を
対
象
に
、
土
岐
市
が
ん
教
育

支
援
事
業
を
開
始
し
、
学
校
医
が
専
門
知

識
や
経
験
を
活
か
し
て
、
が
ん
と
は
何
か
、

が
ん
の
種
類
と
経
過
、
予
防
や
早
期
発
見
、

治
療
法
に
つ
い
て
学
ぶ
授
業
を
実
施
し
て

い
る
。

　
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
児
童
・
生
徒
の
家
庭
状
況
や
心
理
面
に

配
慮
し
、
医
師
だ
け
で
な
く
、
看
護
師
や

が
ん
経
験
者
な
ど
か
ら
も
話
し
を
伺
い
、

が
ん
に
向
き
合
う
人
々
へ
の
共
感
的
な
理

解
な
ど
も
深
め
て
い
き
た
い
。

　
保
護
者
へ
の
が
ん
教
育
の
出
前
講
座
の

実
施
の
お
考
え
は
。

　
児
童
・
生
徒
と
保
護
者
が
一
緒
に
、
が

ん
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
病
気
に
向

き
合
う
人
に
対
す
る
共
感
的
な
理
解
を
深

め
る
貴
重
な
機
会
を
設
け
て
い
き
た
い
。

◆
行
政
の
広
域
化
・
共
同
化
に
つ
い
て

　
東
濃
西
部
広
域
行
政
事
務
組
合
が
設
立

さ
れ
た
経
緯
は
。

　
１
つ
の
自
治
体
だ
け
で
は
対
応
が
難
し

い
、
ま
た
は
共
同
で
行
う
こ
と
で
効
率
的

に
な
る
事
務
に
つ
い
て
、
地
理
的
に
も
産

業
的
に
も
関
係
が
深
い
３
市
で
共
同
処
理

す
る
た
め
に
１
９
７
２
年
に
設
立
さ
れ
た
。

地
域
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
地
域
全

体
の
振
興
の
た
め
に
共
同
処
理
を
行
っ
て

き
た
。

　
公
立
東
濃
中
部
医
療
セ
ン
タ
ー
の
開
院
、

東
濃
５
市
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
運
用
開

始
、
東
濃
西
部
広
域
ご
み
焼
却
施
設
の
施

設
整
備
の
調
整
、
東
濃
地
域
自
動
運
転
推

進
事
業
と
近
年
立
て
続
け
に
広
域
的
な
事

業
が
認
め
ら
れ
る
。
行
政
の
広
域
化
・
共

同
化
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
は
。

　

複
数
の
自
治
体
が
連
携
す
る
こ
と
で
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
、
コ
ス
ト
削

減
、
専
門
性
の
強
化
な
ど
を
実
現
化
す
る

た
め
に
有
効
な
手
段
と
考
え
て
い
る
。
東

濃
３
市
で
は
、
２
０
４
０
年
に
は
２
０
２

０
年
に
比
べ
て
約
22
％
も
の
人
口
が
減
少

す
る
こ
と
が
推
計
さ
れ
て
い
る
の
で
、
持

続
可
能
な
地
域
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め

に
は
、
行
政
の
広
域
化
・
共
同
化
は
今
後

一
層
進
め
て
い
く
必
要
が
生
じ
て
く
る
と

考
え
て
い
る
。

　
今
後
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。

　
４
月
か
ら
５
年
間
の
計
画
で
取
り
組
ん

で
い
く
土
岐
市
行
財
政
改
革
重
点
プ
ラ
ン

に
お
い
て
、
広
域
的
な
連
携
の
推
進
も
重

点
的
に
取
り
組
む
事
項
と
し
て
掲
げ
て
い

る
。

●
岐
阜
県
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
研
究
所
と
土
岐

市
陶
磁
器
試
験
場
と
瑞
浪
市
窯
業
技
術
研

究
所
の
施
設
や
人
材
が
１
つ
に
な
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
セ

ラ
ミ
ッ
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
む
一
助
に

な
り
、
ま
た
研
究
と
情
報
発
信
を
１
つ
に

す
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
美
濃
焼
産
業

全
体
の
発
展
に
も
寄
与
す
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
の
で
、
ご
検
討
の
ほ
ど
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

出
典
：
警
察
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（URL

：https://www.npa.go.jp/bureau/
traffi

c/bicycle/portal/poster.htm
l

）

水石　玲子

渡邉　豪

2026年6月15日
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令和7年度 特別委員会活動報告

令和７年度の主たる委員会活動は、「議員定数について」です。土岐市議会議員選挙を１年
後に控え、次期の議員定数を明確に示すべきとし、人口５万人～５万５千人の全国34市と岐
阜県下21市の現況を踏まえた上で、本市の人口、面積、経済財政の視点から近隣市の状況な
どから議論を重ねてまいりました。
議論は現状維持を主張する委員と削減を主張する委員の間で議論が交わされました。両意見
は、結論に至りませんでした。そこで、令和７年10月に開催されました議会報告会のテーマ
で市民の声をお伺いしました。議会報告会でいただいたご意見は様々ありました。主な意見と
して、今後の人口減少を見越し議員定数を削減すべきとの意見がある一方で反対意見として、
議会の機能を強化すべきであり、定数を削減すると議論の多様性や執行部に対する監視機能が
低下する恐れがある。また、議員定数の削減は門戸を狭めることになり、議員のなり手不足現
状解消の逆効果になるとの意見もありました。
議会報告会でいただいた貴重なご意見を委員会に持ち帰り、委員間討議を重ね全委員が合意
形成に努めましたが合意には至らなかったためやむなく採決により、次期選挙の議員定数を現
状維持の18名とする結論に至りましたので、ここに報告いたします。

令和７年度　議会改革特別委員会委員長　小栗　恒雄

議会改革特別委員会

今期は、土岐市制70周年記念という
ことで、９月には議場にて親子を対象に
クイズ「議場へGO」を実施したところ
多くの親子さんたちが参加していただ
き、とても和やかな中、議会を身近に感
じてもらえたのではと思いました。
一方中学校６校区で毎年行っている議
会報告会については、女性の方も参加し
やすいように今回は祝日にも1回追加で
開催し、そこでは女性の方の参加もありましたが、各中学校区では女性の方の参加が例年のよ
うに少なく、全体としても前年より参加者減となりました。これは、今回のテーマが市民の方
の関心が低かったからかもしれず、今後の大きな課題と考えます。また、グループでの市民の
方との討議は内容を再考しなければならないと思います。市民の方がどのような問題を抱えて
いるのか耳を傾け、執行部へ議会として提言できるような報告会にしなければなりません。今
回視察で伺ったように、各種団体との報告会、と言うよりも、意見懇談会として実施しなけれ
ばと強く思いました。

令和７年度　広報広聴特別委員会委員長　北谷　峰二

広報広聴特別委員会
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政務活動費とは、議員の調査研究活動に必要な経費の一部として、各会派（所属議員が１人の場合を
含む）に交付されるものです。

各会派は、毎年、領収書を添付した収支報告書を議長に提出しています。
残額（返還額）がある場合には、市に返還しています。
また、ホームページにて、領収書を公開し、透明性を図っています。

■交付額　議員1人当たり年額最大150,000円（月額12,500円×12か月）

令和7年度 政務活動費収支報告について

■令和7年度　各会派の政務活動費収支報告
【交付対象期間　令和7年4月～令和8年3月】

（単位　円）

内訳

会派名

交付額
（人数）

費目別集計

合　計
（執行率）

会　派
負担額

返還額
研　究
研修費

調査
旅費

資　料
作成費

資　料
購入費

広報費 広聴費
要請・陳情
活動費

会議費
その他
の経費

新世クラブ
1,350,000
（９人）

520,960 13,740 0 0 0 0 0 0 0
534,700
（39.7%）

0 815,300

飛鳥
300,000
（２人）

0 0 0 34,100 0 0 0 0 0
34,100

（11.4%）
0 265,900

公明党
300,000
（２人）

93,290 0 0 3,930 0 0 0 0 0
97,220

（32.4%）
0 202,780

かけはし
みんなの声

150,000
（１人）

0 0 0 30,010 0 0 0 0 0
30,010

（20.0%）
0 119,990

市民ライフ
150,000
（１人）

0 0 0 0 0 0 0 0 0
0

（0％）
0 150,000

ききょうクラブ
150,000
（１人）

0 0 0 33,000 0 0 0 0 0
33,000

（22.0%）
0 117,000

日本共産党
150,000
（１人）

0 0 0 21,528 133,188 0 0 0 0
154,716
（100%）

4,716 0

新生織部
150,000
（１人）

0 0 0 34,100 0 0 0 0 0
34,100

（22.7%）
0 115,900

2026年6月15日
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会
派
が
行
う
各
種
会
議
、
団
体
等
が
開
催
す
る
意
見
交
換
会
等
各
種
会
議
へ

の
会
派
と
し
て
の
参
加
に
要
す
る
経
費

（
会
場
費
、
資
料
作
成
費
）

会　
議　
費

会
派
が
要
請
・
陳
情
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
経
費

（
交
通
費
等
）

要
請・陳
情
活
動
費

会
派
が
住
民
か
ら
の
市
政
及
び
会
派
の
政
策
等
に
対
す
る
要
望
、
意
見
を
聴

取
す
る
た
め
の
会
議
等
に
要
す
る
経
費

（
会
場
費
、
印
刷
費
、
茶
菓
子
代
等
）

広　
聴　
費

会
派
が
調
査
研
究
活
動
、
議
会
活
動
及
び
市
の
政
策
に
つ
い
て
住
民
に
報
告

し
、
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
要
す
る
経
費

（
広
報
紙
作
成
費
、
報
告
書
印
刷
費
、
送
料
、
会
場
費
等
）

広　
報　
費

会
派
が
行
う
調
査
研
究
活
動
の
た
め
に
必
要
な
図
書
、
資
料
等
の
購
入
に
要

す
る
経
費

（
書
籍
購
入
費
等
）

資
料
購
入
費

会
派
が
行
う
調
査
研
究
活
動
の
た
め
に
必
要
な
資
料
の
作
成
に
要
す
る
経
費

（
印
刷
製
本
費
、
翻
訳
料
、
リ
ー
ス
代
等
）

資
料
作
成
費

会
派
が
行
う
調
査
研
究
の
た
め
に
必
要
な
先
進
地
調
査
ま
た
は
現
地
調
査
に

要
す
る
経
費

（
交
通
費
、
旅
費
、
宿
泊
費
等
）

調
査
旅
費

会
派
が
研
究
会
・
研
修
会
を
開
催
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
ま
た
は
会
派
が

他
の
団
体
の
開
催
す
る
研
究
会
・
研
修
会
に
参
加
す
る
た
め
に
要
す
る
経
費

（
会
場
費
、講
師
謝
金
、出
席
者
負
担
金・会
費
、交
通
費
、旅
費
、宿
泊
費
等
）

研
究
研
修
費

左
記
以
外
の
経
費
で
会
派
の
行
う
調
査
研
究
活
動
に
必
要
な
経
費

（
謝
礼
金
、
消
耗
品
費
等
）

そ
の
他
の
経
費

◆使途基準の説明◆

日 月 火 水 木 金 土
5/31 6/1 2 3 4 5 6

本会議　初日
（議案説明）

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20
本会議　2日目
（質疑・一般質問等）

本会議　3日目
（一般質問）

本会議　4日目
（一般質問）

民生常任
委員会

総務常任
委員会

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 7/1 2 3 4
本会議　最終日
（委員長報告　質疑・討論・採決）

6月定例会（予定）� ※午前９時30分 開議予定（変更の場合あり)
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新年度となり各町内会をはじめ各種団体の新役員及び再任役員の皆様にはご多忙の中ご苦労様です。前
年度までの役員の皆様は大変お疲れ様でした。議会も先月、各委員会正副委員長と委員が決まり新たにス
タートしました。開かれた議会を今年度も目指してまいりますので市民の皆様には変わらぬご理解ご協力
をお願いいたします。� (文責：北谷　峰二)

編集後記

議会だより編集部会 � �������������������������������������
　部会長：北谷峰二　　副部会長：小関篤司
　　　　　西尾隆久　杉浦司美　鈴木正義　水野哲男　水石玲子　安藤学　渡邉豪
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会派の紹介　　※○代表者
新世クラブ

土岐市議会
開会時間変更
のお知らせ

令和８年６月１日から市役所本庁舎の開庁時間が午前９時となるのに合わせて、
令和８年６月定例会から本会議等全ての会議の開会時間が午前９時30分となり
ます。ご理解・ご協力の程よろしくお願いします。

ききょうクラブ

公明党

かけはしみんなの声

○塚本　俊一

加藤　淳一 安藤　学

後藤　正樹 山内　健 大久保一夫

水野　哲男

○杉浦　司美

○北谷　峰二

渡邉　豪

木股　英明

○安藤　勝彦

鈴木　正義

○水石　玲子 伊藤　公男

○西尾　隆久

市民ライフ

○小栗　恒雄

日本共産党 新生織部

○小関　篤司

飛鳥

2026年6月15日
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